
機能診断／計画策定／  実践活動 
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５．農道に関する項目  

（１）側溝の目地詰め 
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Ｕ字溝などのコンクリート構造物の目地部に劣化が発見された場合、目地部に充填
剤を詰める等の対策を行うこと。また、目地部分の草抜きも行うこと。 

活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、Ｕ字溝等のコンクリート構造物の目地部が劣化する等していた場合、

地部に充填剤を詰める等の対策を行うことにより、通行を維持できるように保全管理すること

大切です。 

 

活動の内容】 

１）準備作業 

補修に当たっては、目地が普通目地か伸縮（膨張）目地かにより補修材が変わってきます。 

・普通目地：コンクリート製品間をつなぎ、止水等の役割を果たします。通常、セメント系

の目地材で作成されています。 

・伸縮（膨張）目地：コンクリート製品間をつなぎ、止水等の他、温度変化に伴うコンクリ

ート製品の伸び縮みを吸収する役割を果たします。通常、アスファルト系やゴム

系の目地材で作成されています。 

補修を行う目地やその周辺部分について、雑草等を抜き取り、落ち葉や土砂、コケ類、ごみ

等も取り除きます。本体から浮き上がった目地については取り除き、また、脆くなったセメン

ト系の目地もたがね等で叩いて取り除きます。補修部分は必要に応じて洗浄等を行い、補修面

をきれいにします。また、草刈り時には目地部分の草抜きも併せて行います。 

２）補修作業 

補修作業は、隙間に補修材を注入したり、ヘラ等で埋め込むことにより行います。狭い隙間

にセメントミルク等を詰める場合には、水を加えて補修材を柔らかくするのではなく、固く絞

ったぼろ布等を用いて、補修材を強く押し込んだり、塗り込んだりします。 

①普通目地 

普通目地には、モルタルやセメントミルク等のセメント系補修材やシリコン樹脂系の補修材

を用います。コンクリート板側の劣化・破損により目地部分に隙間が生じている場合は、コ

ンクリート破損部分を補修・補強します。 

②伸縮目地 

伸縮（膨張）目地には、目地材と馴染みやすく、伸縮性に富んだアスファルト乳剤系の補修

材等を用いて隙間を塞ぎます。コンクリート板側の劣化・破損により目地部分に隙間が生じ

ている場合は、コンクリート破損部分を補修・補強します。 

 

３）補修後の管理 

目地詰めに用いた補修材等が固まるまで、作業現場に車両や歩行者が入らないように柵を設け
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たり、止水やセメントの養生（セメントが固まりきる期間）等の必要な管理を行います。 

 
補修材の材質と特徴 

特徴 
補修材の材質 

接着性
柔軟
性 

耐久
性 

水密
性 

水中での
作業性 

経済性 

セメント系 △ × ○ △ × ◎ 
エポキシ樹脂系 ◎ △ ○ ○ ○ △ 
シリコン樹脂系 ○ ○ ○ ◎ ○ △ 

アスファルト乳剤系 △ ◎ △ ○ △ ○ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
目地詰めは、年度活動計画に基づいて実施します。また、寒冷地では、セメント等の補修材等

が凍結しない時期に行います。 
 
【配慮事項】 

・作業に当たって道路を占有するときには、事前に関係機関（所轄警察署等）へ相談し、必要な

手続き等を行います。 

・補修材は各種のものが市販されています。製造会社のホームページや専門の販売店等で、作業

目的に適合したものを選びます。作業がしやすいノズル付き容器入りのアスファルト乳剤系や

シリコン樹脂系、モルタル等のひび割れ用補修材が製品として市販されています。 

・作業に先立ち、補修する目地部分の裏側に空洞が生じていないかを目視やハンマーによる打音

で確認します。空洞が生じている場合は、空洞の状況に応じて砕石や玉石、砂、モルタル、セ

メントミルク等を充填します。通水部分であれば、水が浸透しないように密に充填します。 

・超速乾セメント等、速硬性の補修材料を用いると、作業後の現場管理の手間が少なくて済みま

す。 
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（２）側溝の不同沈下に対する早期対応 

 

 

 

側溝が一部不同沈下していた場合、当該部分の補修等の対策を行うこと。 

【活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、側溝が不同沈下していた場合は、補修等の対策を行うことにより、

通行が維持できるように保全管理することが大切です。 

 

【活動の内容】 

（１）不同沈下部分の補修作業 

Ｕ字溝等が不同沈下している場合には、不同沈下部分の側溝敷きに土を充填・締め固め等の

対策を実施し、不同沈下部分を補修します。 

 

（２）補修作業 

できるだけ早期に実施します。 

① 準備作業 

補修に当たっては、目地が普通目地か伸縮（膨張）目地かにより補修材が変わってきます。 

・普通目地：コンクリート製品間をつなぎ、止水等の役割を果たします。通常、セメント

系の目地材で作られています。 

・伸縮（膨張）目地：コンクリート製品間をつなぎ、止水等の他、温度変化に伴うコンク

リート製品の伸び縮みを吸収する役割を果たします。通常、アスファルト系や

ゴム系の目地材で作られています。 

補修を行う目地やその周辺部分について、雑草等を抜き取り、落ち葉や土砂、コケ類、ご

み等も取り除きます。本体から浮き上がった目地については取り除き、また、脆くなったセ

メント系の目地もたがね等で叩いて取り除きます。補修部分は、必要に応じて洗浄等を行い、

補修面をきれいにします。また、草刈り時には目地部分の草抜きも併せて行います。 

② 補修作業 

補修作業は、隙間に補修材を注入したり、ヘラ等で埋め込むことにより行います。狭い隙間

にセメントミルク等を詰める場合には、水を加えて補修材を柔らかくするのではなく、固く

絞ったぼろ布等を用いて、補修材を強く押し込んだり、塗り込んだりします。 

a.普通目地 

普通目地には、モルタルやセメントミルク等のセメント系補修材やシリコン樹脂系の補修

材を用います。コンクリート板側の劣化・破損により目地部分に隙間が生じている場合は、

コンクリート破損部分を補修・補強します。 

b.伸縮目地 

伸縮（膨張）目地には、目地材と馴染みやすく、伸縮性に富んだアスファルト乳剤系の補

修材等を用い、隙間を塞ぎます。コンクリート板側の劣化・破損により目地部分に隙間が生

じている場合は、コンクリート破損部分を補修・補強します。 
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③ 補修後の管理 

目地詰めに用いた補修材等が固まるまで、作業現場に車両や歩行者が入らないように柵を設

けたり、止水やセメントの養生等の必要な管理を行います。 

 

【配慮事項】 

側溝の不同沈下が著しく、改修が必要な場合には、専門家に相談します。 
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（３）側溝の裏込め材の充填 

 

 

 
 

側溝側壁の背面で土壌侵食による空洞等が発見された場合、当該部分に裏込め材の

充填等の対策を行うこと。 

【活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、側溝の背面で土壌侵食によって空洞等が生じていた場合は、その部

分への裏込め材の充填等の対策を行うことにより、通行が維持できるように保全管理することが

大切です。 

 

【活動の内容】 

（１）安全管理作業 

側溝の側壁に空洞を発見した場合は、土地改良区等の施設管理者に速やかに状況を伝えます。

空洞付近は危険ですので、付近に人が立ち入らないように防護柵等を設置し、危険であること

を表示します。また、以下の作業を実施するにあたっては、安全確保を第一として実施します。 

 

（２）原因調査及び補修方法選定作業 

空洞の発生は、側溝の背面の土砂が側溝内あるいは側溝の底板の下等に形成された水みちに

吸い出されたことが原因です。したがって、空洞付近の調査により、土砂が吸い出された経

路を特定する必要があります。 

吸い出し経路が空洞に隣接した目地や側壁底部に生じた隙間等限定的であり、また、それら

の隙間を充填することが可能であれば、補修の対象とします。広範囲にわたる場合等は、土

地改良区等に連絡した後、専門家に相談します。補修方法は、吸い出し経路の遮断と裏込め

材の充填について、現場の状況により検討します。 

 

（３）補修作業 

空洞状態を長期間放置すると、側溝敷きの不同沈下を生じさせる可能性がありますので早期に

実施します。 

①吸い出し経路の遮断 

吸い出し経路が目地部に生じた隙間であれば、目地詰めを実施します。その他の隙間であれ

ばモルタル等で隙間を塞ぎます。また、吸い出し防止シート等を設置することで土砂の移動を

遮断することもできます。 

②裏込め材の充填 

吸い出し経路の遮断が適切であれば、元の土砂を裏込め材として用いることができます。ま

た、割石、モルタル等を裏込め材として使用することで、再空洞化を防ぐこともできます。 

 

（４）経過確認作業 

補修後に陥没の兆候が現れていないか、補修箇所の近辺で経過の確認を行います。 
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【配慮事項】 

・吸い出し経路を特定することなく、元の材料で裏込めした場合は、再吸い出しを受けて空洞

が再現される可能性があるので留意します。 

・吸い出し経路によっては空洞部分を含む広い範囲が、潜在的な空洞発生危険箇所である可能

性があります。そのため、吸い出し経路の特定と付近で陥没の兆候がないかをよく調査する

必要があります。 
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（４）路肩・法面の初期補修 

 

 

 

 

降雨による影響等で路肩・法面に侵食が発見された場合、補修・補強等の対策を行

うこと。 

【活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、降雨による影響等で路肩・法面に侵食が確認された場合には、早い

段階で補修・補強等の作業を行い、通行が維持できるように保全管理することが大切です。 

 
【活動の内容】 

（１）準備作業 

水みちの状態や法面の侵食状況から、土を補充して締め固めるか、採石、土のう等を用いて

補修するかを判断し、補修資材等の材料を準備します。 

（２）補修・補強作業 

土を補充し締め固める場合は、安全を確保しつつ、侵食部分を整形し、補充用の土と混合す

る等盛土が地盤によくなじむようにします。また、これまでに侵食が発生したような箇所は、

土のう等により補強します。この場合、地盤との隙間ができないように注意します。 

 

大雨で崩れた場合等に放置すると被害が拡大するおそれがある場合は、土のうや板柵等を用い

て緊急に補修を行います。 

 

【配慮事項】 

・長大な法面の場合、法尻の小規模な侵食が大きな被害につながることがあり、早急な補修が必

要な場合があります。一方、地すべり地域等では、初期補修に伴うわずかな法面整形が地すべ

りを誘発する場合もあります。大きな被害が予想される場合には、市町村や土地改良区等に連

絡し、補修対策等を依頼します。 

・雨水が集まりやすい等の原因で侵食が発生する場合は、集水の方法を検討します。 
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【路肩・法面の初期補修】 

 

～活動例～ 

 
・活動対象 
農道 Y線 

・活動内容 
かんがい期前に実施した機能診断時に、農道の 2箇所で法面の侵食等が確認された。A地点では谷

側の盛土法面に侵食が確認された。土地改良区関係者と相談し、侵食部分に盛土と類似の土を充填し

締め固めを行った。B地点では山側の切土法面が幅 10m程の区間で崩壊していた。B地点は地すべり

防止区域内に位置することから、町役場に連絡した。 

・活動時期 
4 月 

・参加者 
土地改良区の指導のもと、活動組織の農業者 8名 
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（５）破損施設の改修 

 

 

 

破損箇所や老朽化した箇所の改修、簡易な補強等の対策を行うこと。 

【活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、路面・側溝等の施設の破損箇所の改修、又は、簡易な補強工事を行

うことにより、通行が維持できるように保全管理することが大切です。 

 

【活動の内容】 

（１）準備作業 

改修箇所やその周辺部については、雑草等が繁茂している場合は抜き取り・刈り取りを行いま

す。コンクリート・アスファルト部分については、劣化した部分を取り除き、補修面をきれいに

します。 

（２）改修・簡易な補強等 

①路面 

穴や窪みができているときは、アスファルト合材やコンクリート、モルタルで塞
ふさ

ぎます。 
ひび割れは、アスファルト舗装であればアスファルト乳剤系の補修材等を、コンクリート舗

装であればモルタルやセメントミルクを塗り込んで塞ぎます。 
②法面・路肩 

侵食で削られた路肩や法面の崩れや亀裂部分は、路肩や法面と同じ種類の土を用いて埋め戻

しを行います。法面等の表面は、スコップの裏面や土羽叩きで良く叩き、しっかり締め固めま

す。 
③側溝・縁石 

欠けた箇所の補修（側溝） 

（モルタルによる補修） 

ひび割れている場合には、モルタルやセメントミル

クを塗り込んで塞ぎます。欠けている場合には、固く

練ったモルタルで元の形状を復元します。大きく壊れ

ている場合には、ベニヤ板や杉板等で簡単な型枠を作

り、コンクリートやモルタルを流し込みます。 

（３）補修後の管理 

改修に用いた補修材等が固まるまで、作業現場に車両

や歩行者が入らないよう柵を設ける等の、必要な管理を

行います。 
 
年度活動計画に基づき行うほか、舗装の穴や窪み、法面の崩れや亀裂等は発見し次第、対応し

ます。また、寒冷地では、補修に用いるセメント等が凍結しない時期を選びます。 
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【配慮事項】 

路肩の浸食と路面下の空洞 

・作業に当たって道路を占有するときには、事前に

関係機関（所轄の警察署等）と協議を行い、必要

な手続き等を行います。 
・補修材は各種のものが市販されています。メーカ

ーのホームページや専門の販売店等で、作業目的

に適合したものを選びます。 
作業しやすい、加熱の必要が無いアスファルト常

温合材が袋詰の製品として、ノズル付き容器入り

のアスファルト乳剤系やシリコン樹脂系、モルタ

ル系のひび割れ用補修材も製品として市販されて

います。 
・法面を改修するときには、草や草の根を取り除き、土の表面を露出させた後に作業を行います。

なお、長大な法面の場合、法尻の小規模な侵食が大きな被害につながることがあり、早急な補

修が必要な場合があります。一方、地すべり地域等では、補修に伴うわずかな法面整形が地す

べりを誘発する場合もあります。大きな被害が予想される場合には、市町村や土地改良区等に

連絡し、補修対策等を依頼します。 
・人目に付きやすい箇所のアスファルト・コンクリート部分の改修に際しては、景観を損ねるこ

とがないよう、表面を丁寧に仕上げます。 
・路面等の大きな損壊や防護柵等の破損といった安全に関わることを発見した際には、速やかに

関係機関へ連絡します。 
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【破損施設の改修】 

 

～活動例～ 

 
・活動対象 
  B農道（S分岐から D入口までの約 500m区間） 
・活動内容 
かんがい期前に実施した機能診断時に、簡易舗装が長さ 1m、最大幅 70cm程度陥没しているのを見

つけた。また、50cm 程度にわたるひび割れ箇所を 5 箇所程度確認した。昨年の同時期の定期的な見

回りでは、10cm 程度のひび割れであったことから、放置することにより、施設の劣化が進む可能性

が高いと判断。また、陥没した箇所は通作に支障をきたすことから、破損箇所の修復を実施すること

とした。 

陥没した箇所は、破片や小石を取り除いて、アスファルト合剤により補修した。また、ひび割れの

箇所については、アスファルト乳剤系補修剤を用いて補修した。 

 

穴・窪みの補修（路面） 

（アスファルト合材による補修） ひび割れの補修（路面） 

（アスファルト乳剤系補修材による補修） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動時期 
  6月上旬（田植え後、梅雨入り前） 
・参加者 
  土木業を兼業している組織メンバーを中心に 4名 
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農用地／開水路／パイプライン／ため池／  農道  
側溝の目地／側溝の沈下／裏込め材／路肩・法面／破損施設／  見回り ／応急措置／雑草／研修／軌道 

（６）異常気象等後の見回り 

 

 
 

 

洪水・台風・地震・豪雪等の異常気象等が治まった後に、十分に安全を確認した上

で、農道の見回りを行い、施設状況を把握すること。 

【活動のねらい】 

台風や豪雪、洪水、地震等、施設破損のおそれがある異常気象等が治まった後には、安全を確

認した後に、農道の見回りにより状況の把握を行うことが大切です。 

 

【活動内容】 

異常気象等の後には、道路や側溝にごみ等が溜まっていたり、道路の路肩や法面が崩れている

といった可能性があります。 

異状を確認した場合には、図面（概略図）や写真、メモ等を作成して、関係機関への連絡や補修作

業に役立てます。記録については保管します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配慮事項】 

・道路の路肩や法面が崩れ

りを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やすく
道路法面の崩壊状況
なっていることがありますので、十分気をつけて複数人で見回
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【異常気象等後の見回り】 

 

～活動例～ 

 
・活動対象 
農道 Y線 

・活動内容 
大雨後に見回りを行い、路肩や山側法面等の状況に注意しながら、土地改良区関係者と一緒に見回

りを行いました。側溝の土砂の堆積状況、路面の亀裂や段差、山側・谷側法面の侵食、倒木等の状況

を、予め用意した路線概略図に記入し、写真も撮りました。応急措置や補修作業等を検討することと

しました。 

・活動時期 
大雨後（土地改良区関係者等と相談） 

・参加者 
土地改良区関係者と活動組織の農業者 3名 
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（７）異常気象等後の応急措置 

 

 

 
 

異常気象等後の見回りの結果、農道に土砂や雑木等がみられた場合や農道機能に障

害が生じるような状況である場合、必要に応じて応急措置を行うこと。 

【活動のねらい】 

異常気象等後の見回りの結果、農道に障害が生じている場合は応急措置を行い、通行が維持で

きるように保全管理することが大切です。 

 

【活動の内容】 

（１）土砂や雑木の処理 

土砂や雑木等は、農業生産に影響を与えないことに加え、地域住民の迷惑にならないように、適

切に処理するように留意します。 
 

（２）倒木の処理 

倒木の大きさ（長さや太さ）や本数、農道の情報（どの程度の大きさの車両が乗り入れできるか）

等を具体的に把握します。 
倒木の根が地山等から離れていない場合には、必要に応じて切り倒し、軽トラックや運搬車を乗

り入れ、運搬します。 
 
（３）通行の確保 

大雨の後等、通行の障害になるような大きな窪みや水たまりがある場合は、応急処置を行う等速

やかに対処し、通行の確保に努めます。 
 

【配慮事項】 

・何度も法面が崩れるような場所には、植生等により法面の保全を行います。 

・農道法面の応急措置を行う場合ですが、長大な法面の場合、法尻の小規模な侵食が大きな被害

につながることがあり、早急な補修が必要な場合があります。一方、地すべり地域等では、補

修に伴うわずかな法面整形が地すべりを誘発する場合もあります。大きな被害が予想される場

合には、市町村や土地改良区等に連絡し、補修対策等を依頼します。 

・倒木等を処理する場合、倒木等の所有者との間に調整が必要になる場合があります。 
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側溝の目地／側溝の沈下／裏込め材／路肩・法面／破損施設／見回り／応急措置／  雑草 ／研修／軌道

（８）きめ細やかな雑草対策 

 

 

 

 

 

 

 

路肩・法面の形状確保や雑草繁茂・病害虫発生の抑制のために、芝等の「カバープ

ランツの植栽・管理」や「抑草ネットの設置」、又は、「薬剤を使わない草刈り（薬剤

でも地上部のみを枯死させる特別なものを使用している場合は該当）」を行うこと。

なお、抑草ネットについては、機能診断結果に基づき、必要に応じた適正な管理を行

うこと。 

【活動のねらい】 

路肩や法面の雑草が繁茂したままの状態でいると、病害虫の発生や法面の形状変化の原因にな

るとともに、路肩・法面の位置が判別しにくくなり危険です。このため、きめ細やかな雑草対策

を行い、通行が維持できるように保全管理することが大切です。 

 

【活動の内容】 

例年の草の伸びから雑草対策を行う日を決めておき、活動組織の構成員が参加しやすい体制で

行います。地先管理等個々の農家で行った場合は、活動後の状況について写真を撮り、活動組織

の代表者がとりまとめます。具体的な手法には以下のようなものがあります。 

・草刈り：草刈り機や鎌による除草 

・カバープランツ：芝等の植栽により雑草を抑えるもの 

・抑草ネット：雑草をネットで被覆することにより、雑草の生育を抑制するもの 

・薬剤による地上部の除草：地上部のみを枯死させる薬剤の使用 

 

（１）草刈り 

①実施方法 

定期的な草刈りにより、安定した植生を維持でき、法面の保護、病害虫発生予防、安全確保

につながります。 
草刈り機や鎌を用いて、気象条件や草丈により回数は違いますが、草の伸びが大きい夏場を

中心に適宜草刈りを行います。構造物や境界杭等に注意しながら草刈りを行います。 
②配慮事項 

・草丈の短いうちに刈り取れば、刈草を法面等に置いても作業に支障がない等、作業的に楽に

なります。 
・草刈り作業前には、空き缶や空き瓶等、怪我につながるおそれの

あるものがないことを確認します。また、草刈り作業者は、肌を

露出しないように長袖・長ズボンの作業着を着用し、防護メガネ

や防護手袋、耳栓を使用する等し、安全に留意します。 
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（２）カバープランツの植栽・管理 

①実施方法 

特定の植生で被覆することにより、他の雑草防止、土壌侵食防止、病害虫発生防止、安全

の確保が可能になります。カバープランツの種類としては、ホワイトクローバー、センチピ

ードグラス、シバザクラ等があります。カバープランツの導入植栽は、一般にはほ場整備に

よる新規造成の畦畔において多く実施されています。 

 

適

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトクローバーの播種と管理方法 

 

 
 
播種は、外気温が発芽適温に達する時期に行い、移植する場合は、降水量が多い梅雨期間が

クローバーが群生するまでは適宜除草を行います。草刈り機

を使用する場合、クローバーより高い位置で刈り取ります

が、同程度の場合は手取除草を行います。 

播種後にイネ科雑草がホワイトクローバーより早く発生し、

クローバーの生育を阻害することがある場合は選択性除草

剤を散布するか、草刈りを行います。

播種前に非選択性の除草剤を散布する等裸地状態にします。

また、播種に支障がある場合には草を取り除きます。 
期です。群生後の管理は、植栽の伸び具合を見て、適宜草刈りをします。 
 
②配慮事項 

・導入する場合、気候や土壌への適合性等について十分検討します。 

・特に、播種・定植１年目は雑草と競合するので手取除草を適宜行います。 
- 15
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（３）抑草ネットの設置 

①実施方法 

路肩や法面をネット等の資材で被覆して雑草の生育を抑制す

ることにより、草刈り作業が軽減されます。一般に、抑草ネット

の導入場所としては、草刈りがしにくい斜面等が適します。植生

が生育する前に、法面や施設周りをネット等の資材で被覆します。

耐用年数や地域の特性を踏まえて適切な資材を選定します 

②配慮事項 

抑草ネット 機能診断結果に基づき、必要に応じ簡易補修等による適正な管

理を行うことが必要です。 
 

（４）薬剤による地上部の除草 

①実施方法 

地上部のみを枯死させる成長抑制剤等、環境や土壌侵食等に影

響の少ない薬剤を用いて除草作業の軽減を図ります。 
薬剤散布を行うに当たっては、マスクや手袋を着用し薬害を防

止するとともに、周辺に飛散しないように注意して行います。 

 薬剤を用いない畦

(左)と用いた畦(右)。 

 

【きめ細やかな雑草対策】 

 

～活動例 1～ 

 
・活動対象 
農道 3km、開水路 3.5kmの区間 

・活動内容 
除草剤を使用していた頃は、農道法面の崩壊がみられていたことから、現在は地区住民全員が除草

剤を使用しないという共通認識を持ち、草刈り機又は、草刈り鎌で除草作業を実施しました。 
・活動時期 
作業は、年４回（５月中旬、７月、９月、１０月中旬）実施しました。 

・参加者 
地区住民全員 
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～活動例 2～ 

 
・活動対象 
  幹線農道 606m 
  支線農道 5,308m 
・活動内容 
地区内の排水路や道路等の草刈りは、年 1回全戸が参加して実施しました。このほか、農道沿いの

各農家が地先管理として年 3回草刈りを自主的に行っています。 

・活動時期 

7 月 

・参加者 

地域住民 
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（９）機能診断・補修技術の研修 

 

 

 

活動組織による自主的な機能診断及び簡単な補修が行えるように技術研修の実施

等の活動組織の技術向上対策を行うこと。 

【活動のねらい】 

活動組織による自主的な機能診断及び簡単な補修等の予防保全活動が行えるよう、技術研修等

を行うことにより、活動組織の技術の向上を目指すことが大切です。 

 

【活動の内容】 

①

②

③

（１）研修内容の決定 

①参加者と作業内容の把握 

はじめに、年度活動計画等に従って行う機能

診断や補修作業の一つ一つについて、具体的な

参加者や作業手順を把握します。 
集落の中には、日頃からリーダー役となって

いる者や、建設会社や役所・役場等に勤務して

農業土木に関わる技術を持つ者がいる場合があ

ります。一方、非農家等で知識や経験が少ない

人もいます。このため、研修を企画する際には、

まず参加（候補）者を、各人の経験・知識・技

能等とともに、一覧表等に整理します。 
①

②

③

次に、実際の作業の光景を思い浮かべ、各作

業の手順や分担、必要な資材・道具等をメモに

整理します。 
 
②研修内容 

把握した参加者と技術・技能、作業内容・手順

に沿って、必要な研修を考えます。作業には、農

用地の除れきのように、作業内容を説明すれば、

その場で誰にでもできるものもあれば、事前に参

加者に対して実習が必要なものもあります。 
また、活動組織の役員等、リーダー役の人が技

術的なことを詳しく習得し、他の参加者は作業時

にその場でその都度リーダーから説明を受けると

いう方法等、参加者の役割に応じた段階的な研修

が適当な場合も考えられます。さらに、新しく開

発された作業性に優れた技術、材料、知識も研修

を通じて参加者に広める必要があります。 
研修項目や内容について、参加者と作業手順を

考慮して、具体的な案をメモに整理します。 
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ポイントその１ 研修内容の決定 

参加者とその技術・技能、作業内容・

手順を把握する。 

参加者の技術・技能と作業内容・手順

に沿って、必要な研修内容を考える。

メモにまとめる。 
ポイントその２ 研修の実施 

研修の項目毎に講師を決め、研修を準

備する。 

研修を実施する。 

作業の安全や資源保全活動の意義につ

いても時間を取る。 

 

 
共同作業の中で技術・技能を 

研修することもできます 
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（２）研修の実施 

①講師の手配と研修準備 

各研修項目について、土地改良区等に依頼します。講師を中心に、研修の準備をします。可能

な限り、実際の作業現場で実演する等、具体的で分かりやすい研修となるよう心がけます。また、

共同作業の中でも技術・技能を研修することもできます。 
②研修の実施 

参加者の都合等も踏まえながら、各作業の実施までに研修日を決め、研修を実施します。 

 

【配慮事項】 

・事故や怪我等を未然に防ぐため、作業の安全に関することは、研修の中で十分に時間をとって取

り上げます。 

・作業参加者が意欲と誇りを持って取り組み、活動を真に実りあるものにするために、参加者全員

に活動の意義を説明し、理解を深めることが重要です。 
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（10）軌道等の運搬施設の維持保全（畑） 

 

 

 
 

軌道等の運搬施設に劣化等による障害が発生している場合、維持・補修等の対策を

行うこと。 

【活動のねらい】 

年度活動計画に基づいて、運搬施設のレールや支柱等が劣化し、障害が発生している場合、劣

化箇所の補修等の維持保全を適正に行うことが大切です。 

 

【活動の内容】 

（１）作業内容の決定 

作業内容を考えるために、レールやレールを支える支柱、支柱を固定する部分等を詳細に点検し

ます。 
点検の際には、レールやレールを支える支柱等の各部材の錆

さび

の発生状況を目視によって把握し、

併せてハンマー等を用いた打音によって点検を行い、錆の発生が表面のみなのか、内部まで進行し

ていないか、内部まで進行していると判断される場合には強度が落ちている状態なのかを把握しま

す。力のかかる部分等については、特に念入りに点検します。 
 錆等によって部材等の強度が落ちていると判断される場合には、部材等の手配、必要な工具等の

交換準備が必要です。 
支柱の固定部分については、固定状況を確認します。 

 
（２）補修作業 

①錆止め塗料等の塗布 

表面に錆が発生している場合には、錆を落とし

発生箇所に防錆剤を含む錆止め塗料等を塗ります。 
 
②支柱固定部分の補修 

レールを支える支柱が周囲の地盤から浮き上が

る等して十分に固定されていない場合には、埋め

戻しを行い、周辺の土もしっかり踏み固めます。

地盤が支柱をしっかり支えられないような場合に

は、必要に応じ土壌硬化剤を用いて周囲の土を固

化処理し、支柱をしっかり固定します。  

支柱を地盤に固定しているコンクリート部分が劣化している場合
 
③部材の交換 

劣化して強度が落ちていると判断される場合には、交換する部材
 
（３）その他 
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連結・固定しているボルト類にゆるみが生じていないか点検し、

等でしっかり締め直します。万一、ボルト類が抜け落ちたり、傷ん
樹園地のモノレール
には、セメント等で補強します。 

に応じた交換作業を行います。 

ゆるんでいる場合には、スパナ

でいる場合には交換します。 
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運搬機械の走行への支障が考えられるつる性の植物等については、取り除いておきます。 
 
機能診断結果に基づいて、当該年度の実施の必要性を判断し、必要があれば収穫期等運搬施設を

使用する前までに軌道等を整備するようにします。 
 
【配慮事項】 

・防錆剤を含む錆止め塗料には、錆を落とす必要が無く、そのまま塗ることができる製品もありま

す。 
・セメントには、速硬性のものを用いると、作業後の現場管理の手間が少なくて済みます。 
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